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《CSRワンスター》を
取得しましたＰ－00170

「ワンスター認定」をCSR活動のはじめの一歩とし、
環境や従業員にやさしい企業の実現を目指してまいります。
① コンプライアンス ② 環境
③ 情報セキュリティ ④ 品質
⑤ 雇用・労働安全 ⑥ 財務・業績
⑦ 社会貢献・地域志向 ⑧ 情報開示・コミュニケーション
８つの分野で基準を達成しワンスター認定を受けました。
※CSRとは、企業が組織活動を行うにあたり、担う社会的責任のことです。
※CSRワンスターとは、全日本印刷工業組合連合会が中小印刷業のCSRに関する取り組みを認定する制度です。

詳しくは
こちらの
動画から

鹿児島県鹿屋市札元1-22-34
TEL 0994-43-2238
FAX 0994-43-7541

ヒューマン印刷に徹する
ISO27001
認証取得

登録番号　IS276ホームページ

アクサ生命保険株式会社　鹿屋営業所　
〒���-����
鹿屋市新川町���鹿屋商工会議所会館４階　 
TEL ����-��-���� 
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　鹿屋商工会議所では、5 月 26 日 ( 金 ) に『第 128 回通常議員総会』を同所にて開催し、坪水徳郎会
頭の退任に伴う『役員選任』についての審議を行い、第 11 代会頭に有限会社マルジン　代表取締役 

【新屋 浩一 氏】を選任いたしました。
　尚、筆頭副会頭であった新屋氏の会頭就任に伴い副会頭に、新たに有限会社樋渡コーポレーション　
代表取締役【上谷田 学 氏】が選任されました。

新屋 浩一（59 歳）
㈲マルジン　代表取締役

＜新任＞

会　頭

宇都 健三郎（67 歳）
㈱宇都電設　代表取締役

副会頭
岡本 孝志（62 歳）

㈱岡本産業　代表取締役

副会頭
上谷田 学（47 歳）

㈲樋渡コーポレーション　代表取締役
＜新任＞

副会頭
岩元 伸二（62 歳）

鹿屋商工会議所

専務理事

任期：R5.6.1 ～ R7.10.31

第11代会頭に第11代会頭に新屋 浩一新屋 浩一氏を選任!!氏を選任!!
上谷田 学 氏が副会頭に就任！

※ 第 10 代会頭：坪水徳郎氏は、平成 21 年 11 月から 13 年 7 ヵ月
務めた会頭職を令和 5 年 5 月 31 日で退任されました。

　（令和 5 年 6 月 1 日より当所顧問に就任）

坪水 徳郎
（69 歳）

当所（前）会頭
（坪水醸造㈱）

顧問

ごみ＆リサイクル

お気軽にお電話ください。

お問合せ先
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◎令和４年度総括的概要
令和４年度は、発生から３年目を迎えたコロナ禍

により、国民生活や企業経営をはじめ社会・経済活
動全般に大きな影響を受け新たな生活様式への変遷
が進み、加えてロシアのウクライナ侵攻・世界的な
インフレ・急速な円安・資源価格や原材料の高騰・
複合的な要因による物価上昇・人手不足や人件費の
増加など、中小企業や小規模事業者を取り巻く経営
環境は、これまで経験したことの無い予断を許さな
い極めて厳しい１年であった。

コロナ禍は、「人口急減と超高齢化の加速化」とい
う我が国の長期的かつ構造的な課題に加えて、デジ
タル化の遅れや生産性の向上、地方創生の必要性な
ど、これまで企業や地域が抱えていた課題を改めて
浮き彫りにすることになったが、それらの克服や抜
本的な解決への道筋が見えないのが現状である。

又、マスク着用ルールが緩和され、新型コロナウ
イルスの感染法上の５類への引き下げが決まるなど、
コロナからの正常化に伴う個人消費や設備投資の高
まりもあり、今後は回復基調で推移することが期待
されるが、コストアップの速度に価格転嫁が追い付
かず企業収益が圧迫される状況が続いている。

このような状況の中、地域総合経済団体である本
商工会議所は、鹿児島県や鹿屋市をはじめ日本商工
会議所・九州商工会議所連合会・鹿児島県商工会議
所連合会・大隅経済地域開発推進協議会及び関係機
関・関係団体等との緊密な連携のもと、活力ある地
域経済社会の実現をめざし地域中小企業の育成支援・
地域活性化に鋭意取り組んだ。

◆中小企業対策
中小企業対策に関しては、『新型コロナウイルスに

関する経営相談窓口』を継続設置。当所要望により
実現した「鹿屋市経営効率化支援事業」をはじめ、国・
県・市が講じた各種支援策の周知や申請支援はもと
より、資金繰りや補助金活用等の経営相談に対応す
ると共に、プレミアム商品券等の消費喚起策の展開
やコロナワクチン共同接種などに協力して、会員企
業の「事業の継続と雇用の維持」に努めた。又、企
業のライフステージ〔創業・成長・発展・承継〕に
応じた課題解決のための経営相談に対しては、コロ
ナ感染拡大防止の観点より巡回指導から窓口指導主
導へシフトして、企業目線で経営者に寄り添う伴走
型支援により、経営力の向上と体質強化を図り企業
の持続的発展に向けて、管内中小企業・小規模事業
者の経営支援に積極的に努めた。

◆地場産業振興
地場産業振興に関しては、流通大手・地元バイヤー

を招聘しての『アグリ・フードマッチング商談会』
をはじめ、会員企業の販路開拓・販売促進及び受注
機会の確保を目的とした関連事業はコロナの影響も
あり開催を見合わせ、首都圏で開催される全国規模
の商談会やテストマーケティング及び国際見本市へ
の参加も見送ったものの、県下 11 商工会議所が連
携した『商工会議所ふるさと物産展』は昨年に続き
実施。又、リアル＆オンライン方式による個別商談
会など新たな手法や取り組みを模索しながら試みた。

◆地域活性化
地域活性化に関しては、鹿屋市三大祭の『エアメ

モ／夏祭り／秋祭り ( 歩行者天国 )』は中止となり、
ばら祭りや各商店街や通り会が実施する地域イベン
トについても中止や規模縮小となり、域内交流人口
の減少を招き関係各方面に影響が及んだ。ただ、コ
ロナ対策を施し小規模ながら花火大会等が実施され
地元住民には好評であった。

　去る５月26日（金）に当所にて「第 128 回通常議員総会」が開催されました。令和 4 年度事
業報告ならびに一般会計 / 特別会計収支決算が承認されました。

第 128 回通常議員総会において

令和 4 年度事業報告ならびに
一般会計 / 特別会計収支決算を承認
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◆政策提言・要望活動
政策提言・要望活動に関しては、地方創生の取り

組みを支え加速させる産業都市基盤の社会資本整備
を中心に大隅地域の経済的浮揚と快適で利便性の高
い生活や経営環境の実現に向けて、関係機関が官民
一体となり中央省庁及び地方局・西日本高速道路㈱
等に対して、一部は代表幹部や事務局対応ながらも

３年振りに本格的な要望・陳情活動を行い地元の声
と熱意を届けた。尚、東九州自動車道については「日
南北郷～清武南間：18㎞」が３月に供用開始となっ
たが、今後も全線開通に向け「志布志～日南東郷間：
41㎞」の早期完成及び地域集積圏を繋ぐ大隅縦貫道・
国道 504 号の整備促進や錦江湾横断交通ネットワー
ク等の推進を継続する。

令和４年度収支決算総括表
会 計 名 繰　越　金 収　　入 支　　出 収支残高 繰入金

（支出は△印） 差引収支残高

一 般 会 計 16,700,005 63,604,334 37,909,166 42,395,173 △22,694,707 19,700,466

特
　
　
　
　
　
別
　
　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
計

① 中 小 企 業 振 興 部 0 52,461,752 55,581,589 △ 3,119,837 3,119,837 0

② 鹿 屋 市 商 店 街
活 性 化 推 進 事 業 0 2,140,260 2,816,260 △ 676,000 676,000 0

③ テナントミックス 
事 業 0 6,266,213 9,899,954 △ 3,633,741 3,633,741 0

④ 会 館 管 理 運 営 0 24,011,512 54,572,067 △30,560,555 30,560,555 0

⑤ 共 済 事 業 0 19,508,621 9,279,450 10,229,171 △10,229,171 0

⑥ 特 定 退 職 金
共 済 制 度 7,239 121,958,921 121,957,830 8,330 0 8,330

⑦ 特 定 商 工 業 者
法 定 負 担 金 8,634 840,001 842,095 6,540 0 6,540

⑧ 労 働 保 険 
事 務 組 合 事 業 0 50,000,387 48,280,957 1,719,430 △ 1,719,430 0

⑨ 鹿 屋 市 内 共 通 
商 品 券 発 行 事 業 919,741 305 110 919,936 0 919,936

⑩ かのやプレミアム 
商 品 券 事 業 0 29,497,441 18,400,616 11,096,825 △11,096,825 0

⑪ 退 職 準 備 積 立 金 46,013,324 6,100,694 4,392,347 47,721,671 4,500,000 52,221,671

⑫ 記 念 行 事 準 備 
積 立 金 1,250,170 25 0 1,250,195 250,000 1,500,195

⑬ 財 政 調 整 積 立 金 5,400,793 108 0 5,400,901 3,000,000 8,400,901

⑭ 会 館 整 備 積 立 金 2,132,318 42 0 2,132,360 0 2,132,360

合 計 72,432,224 376,390,616 363,932,441 84,890,399 0 84,890,399

　　（単位：円）

【内　容】
　ポストコロナ・ウイズコロナ時代の経済社
会の変化に対応するために、新分野展開や業
態転換、事業・業種転換等の取組、事業再編
又はこれらの取組を通じた規模の拡大等を目
指す、企業・団体等の新たな挑戦、思い切っ
た事業再構築を支援します。

【対象者】
以下の１～３の要件を全て満たす企業・団体等
１、申請前の直近６ヶ月間のうち、任意の

３ヶ月の合計売上高が、コロナ以前の同
３ヶ月の合計売上高と比較して10％以上
減少している中小企業等。

２、事業計画を認定経営革新等支援機関や金
融機関と策定し、一体となって事業再構
築に取り組む中小企業等。

３、補助事業終了後３年～５年で付加価値額
の年率平均３.０％（一部５.０％）以上増
加、又は、従業員一人当たり付加価値額
の年率平均３.０%（一部５.０％）以上増
加の達成。

【補助額】
○中小企業

・通常枠…補助額　100万円～6,000万円
　〔補助率：２／３〕
・卒業枠…補助額　6,000万円超～１億円
　〔補助率：２／３〕

※卒業枠：400社限定。事業計画期間内に、
①組織再編、②新規設備投資、③グロ
ーバル展開のいずれかにより、資本金
又は従業員を増やし、中小企業から中
堅企業へ成長する事業者向けの特別枠

○中堅企業
・通常枠…補助額　100万円～8,000万円
　〔補助率：１／２〕

※4,000万円超は１／３
・グローバルV字回復枠…補助額　8,000

万円超～１億円〔補助率：１／２〕

※グローバルV字回復枠：100社限定。以
下の要件を全て満たす中堅企業向けの
特別枠。
①直前６ヶ月間のうち、任意の３ヶ月

の合計売上高がコロナ以前の同３ヶ
月の合計売上高と比較して、15％以
上減少している中堅企業。

②補助事業終了後３年～５年で付加価
値額又は従業員一人当たり付加価値
額の年率５.０%以上増加を達成する
こと。

③グローバル展開を果たす事業である
こと。

○緊急事態宣言特別枠
　左記１～３の要件に加え、国の緊急事態
宣言に伴う飲食店の時短営業や不要不急の
外出・移動の自粛等により影響を受けたこ
とにより、令和３年１月～令和３年３月の
いずれかの月の売上高が対前年又は前々年
の同月比で30％以上減少していること。

＜補助額＞
従業員数 ５人以下　 ：100万円～　500万円
従業員数 ６人～20人：100万円～1,000万円
従業員数 21人以上　：100万円～1,500万円

＜補助率＞
中小企業：３／４　　中堅企業：２／３

【問合せ先】
　３月中の公募開始に向けて、現在、公募要
領等を作成中のため、詳しい内容等につきま
しては、経済産業省や中小企業庁のホーム
ページにてご確認下さい。
　なお、補助金の申請については経済産業省
が運営するjGrantsによる電子申請のみの受
付予定ですので、申請予定の方は予めGビズ
IDの取得をお願いします。

（通常、取得までに２週間以上必要となります。）
jGrantsホームページ　https://jgrants.go.jp

いつも台所にはマルイの醤油・味噌
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『エアーメモリアル in かのや 2023』 アンケート調査結果
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◆調　査　日	 令和 5年 4月 30日（日）
◆調査方法	 当日会場内にて来場者に対して無作為にアンケート調査を実施
	 ・午前の部　10：30　250枚回収
	 ・午後の部　13：30　250枚回収
	 	 合計　500枚回収
◆来場者数	 18,058 人（エアーメモリアル in かのや実行委員会発表）
	 【平成 31年度：22,228 人・平成 30年度：23,205 人・平成 29年度：23,308 人】

1. 男女比率

3. 本日はどちらからお越しですか

2. 年齢比率

4. 今回の開催を何でお知りになりましたか
　（複数回答可）

アンケート回答者における男女比は、ほぼ同数。

鹿屋市・鹿児島市を含む鹿児島県内からの来場者は、
全体の79％で、平成 31年度と比較し、10％増加
している。県外への旅行は控え、近場の旅行を楽し
む方が多かったと考えられる。

年齢層では、30代〜50代が約61％と一番多く、
60代以上の高齢者が約23％、20代以下の若者が
約16%となっている。

ホームページで情報を収集する方は年々増加傾向にある。
今後もより一層の充実を図る必要がある。10代・20代の
若者の来場者が全体の約16％と低いため、SNS等を活用
した情報発信に努め、来場者数の増加を図る必要がある。

『電球１個から』『電球１個から』

株式会社株式会社宇都電設宇都電設 〒893-0015鹿児島県鹿屋市白崎町18-35
TEL　0994（42）5855　FAX　0994（42）5880
HP　http://utoden.biz/
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1千円未満

1千円～3千円
3千円～5千円
5千円～1万円
1万円～2万円
2万円以上

460

13

27

0 100 200 300 400 500

はい

いいえ

無回答

5. 何を購入されましたか（複数回答可）  6. 今回のご予算はおいくらですか

8. 「エアーメモリアル in かのや」にまた来た
いと思いますか 

174
156

95
35

13
3
24

0 50 100 150 200
満足

普通
概ね満足

やや不満

何ともいえない
不満

無回答

7. イベントの満足度は

9. 総　評

満足・概ね満足と回答した方が 66％を占めている。
やや不満・不満と回答した方の約30％が飛行展示
が少ないことをその理由にあげている。
自衛隊員への感謝の声も挙がっていたが、ブルーイ
ンパルスの招聘を要望する声や飲料水の持ち込みが
不可（未開栓のもののみOK）であるにも関わらず、
会場内で販売されている飲み物が少ないなどの意見
が聞かれた。

多くは食べ物や飲み物の購入であり、3千円未満の予
算帯が全体の約47％を占めている。
飲料水の持ち込みが不可（未開栓のもののみOK）で
あるのに、飲み物を販売する店が少なかったいう声
や水分補給できる施設がほしいという声が聞かれた。
また、大隅の特産品を活かした “食 ”を充実させて、
来場者の購買意欲を高める取り組みが必要である。

92％の来場者が、来年も来場したいと回答しており、
その期待に応えられるよう、イベントを盛り上げて
いく必要がある。

　コロナが収束に向かう中で4年ぶりの開催であったが、
当日は雨が降るなど天候に恵まれなかったことやマスク
着用ルールの緩和により人が密集する場所への外出に不
安を感じる方もいたものと思われ、来場者数は18,058
人（平成31年度来場者数：22,228人／平成31年度対
比：4,170人減）であった。
　イベントの満足度について、コロナ前過去3年間の調
査では、約80％〜 90％が「満足・概ね満足」と回答し
ていたのに対し、本年の調査では、「満足・概ね満足」と
回答している方は66％にとどまっている。満足度を高め
るためには、アンケートの回答にもあるように、ブルー
インパルスの招聘はもちろんのこと、『飛行展示』を増や
したり、食のイベントの開催、子供達が参加できる自衛
隊クイズイベントなどの開催、大隅の観光・特産品ＰＲ
ブースの設置など、イベント内容の検討が必要である。

　また、エアメモの開催前後の観光地としては、「かのや
ばら園」が1番多かったが、約77％が鹿屋市外から来
場していることを考えると、エアメモ会場と「かのやば
ら園」などを巡るスタンプラリーイベントやプレゼント
企画など、エアメモの開催に合わせた鹿屋市内及び大隅
半島に人の流れをつくる観光商品を考えることが急務で
ある。
　一人当たりの予算額（支出金額）については、約47％
が 3,000円未満と回答しており、そのほとんどが食べ物
や飲み物の購入に充てられている。一人当たりの予算額
（支出金額）を増やすためには、来場の思い出になるよ
うな航空グッズの販売店舗の増設、ＪＡや漁協などとの
コラボによる黒毛和牛・黒豚・カンパチなどの振る舞い、
地域農畜水産物特産品セットや土産品の販売などを企画
しても良いのではないか。
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【大型スーパー・地元小売店】
全体的には、連休期間中は観光客や帰省客も多く、

客数・売上ともに増加したが、店舗によっては天気の
影響を受け、売上が伸びなかったようである。エアメ
モの影響は特になかった。仕入価格の高騰が深刻であ
り、売値よりも仕入値の方が高い商品もあるため、価
格転嫁せざるを得ない状況である。

【製造小売店】
連休期間中は客足こそ多かったが、売上は伸びな

かった。販売価格を値上げしても、それを上回るスピー
ドで原材料費や水道光熱費が高騰し、収益を圧迫して
いる。企業努力をして最小限の価格転嫁に抑える、も
しくは生産を抑えるといった対応を行っている。

【家電販売業】
連休期間中は規制が解除されたことから観光地へ

の旅行等に人が流れたと感じており、来店客数は昨年
より減少した。また、子どもが帰省して親のために家
電を購入するといった傾向が今年は少なかったと感じ
た。コロナ禍前までとはいかないが 7 割～ 8 割程度は
回復している。

【自動車販売業】
連休期間のほとんどを店休日としたため、連休の影

響は少なかった。新車の販売に関しては、3 月までは
注文が多かったが、納車は短期で 3 ヶ月、長期だと半
年以上かかるため、引き渡しは進んでいない。また、
連休中は車両の故障等が増える傾向にあるが、故障等
の連絡も少なかった。

【建設業】
連休期間中は 5 月 3 日～ 5 月 7 日までの間を休み

とした事業所が多かった。コロナの影響はそれほど大
きくなかったため、コロナ禍前と比較しても大きな変
化はない。一方で、資材価格の高騰が深刻で概ね 3
～ 4 割ほど上昇しており、厳しい状況が続いている。
公共工事に関しては、入札から上昇した分を書類等で
証明ができれば対応してくれる場合もある。しかし、

民間に関しては見積書との乖離が大きい場合は、受注
が流れたり、再見積もりになったりするケースが多く、
上昇分を自社で負担するしかなく、利益が取れない。

【コンビニエンスストア】
コロナ禍と比較すると今年は制限がなかったため

か、行楽に出かける家族連れ等の利用が多かった。し
かし、立地の影響なのか、売上が増加したところとそ
うでないところがあり、店舗によって差が見られた。
エアメモ期間に関しては、前日からの雨が残った影響
や当日も曇りで推移した影響からか、客足はあまり伸
びなかった。また、米兵が滞在するホテルの近隣店舗
では、米兵の利用もわずかながら見られる。

【旅行代理店】
コロナ禍前の状況まで回復しているところと、そう

でないところがあり、事業所によって差が見られた。
少人数や個人での旅行が牽引する形で需要が回復して
きている。旅行割引があるが、連休期間は対象外とな
るため、連休期間だからといって予約が増えることは
ない。そのため、特定の期間に突出して予約が増える
ということはない。

【タクシー業】
連休だからといって売上は増えず、コロナ禍前と比

較して売上は下がっている。長期連休や週末は平日と
比較し、利用者が減るので売上が減少傾向にある。乗
務員が不足しており、稼働率を上げることが難しいた
め、国体等があっても売上が増えるとは考え難い。

【ホテル業】
コロナ禍前と比べて 100％まで回復したと回答する

ホテルがある一方、回復はしているがコロナ禍前ほど
ではないと回答するホテルがあるなど、差が見られた。
連休期間中は家族連れやスポーツ関連の客が多く、動
きが活発になっている印象。一方で、外国人の利用客
はあまりなく、インバウンドの恩恵がほとんど感じら
れない状況である。連休後はビジネスマンの利用があ
るため、安定して稼働している。

□ 調　査　日 令和５年５月 10 日（水）～ 23 日（火）
□ 対象件数 鹿屋市内の関連企業 49 事業所等
□ 気象状況 連休期間中を通して天候が悪い日が多かった

春の大型連休期間中の景況調査結果
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【ガソリンスタンド店】
鹿屋市内のスタンドでは、コロナ禍前と比較しても

回復の兆しはなく、連休やエアメモ等の影響は感じら
れず、未だに売上、客足ともに減少傾向にある。一方、
垂水など鹿屋市近隣のスタンドに関しては、エアメモ
の開催により、わずかながら給油台数 ( 量 ) は増加し
たところもある。

【バス業】
路線バスの利用状況については、コロナ禍前までの

状況に回復したとは言えない。また、「鹿屋～さんふ
らわあ」直行便の利用者も同様である。一方で、「鹿
屋～鹿児島」直行便は多くの利用者があった。観光バ

スにおいては、団体旅行や部活の遠征等の利用は少な
かった。連休明けはコロナ禍前と同様に修学旅行の予
定がある。

【飲食店】
コロナが落ち着いたということもあり、昨年と比較

すると今年の連休中は客足が増加した。コロナ禍前ま
でとはいかないが、回復傾向にある。一方で、回復傾
向にあるが、特に連休の影響はなかったという店舗も
見受けられた。また、仕入価格の高騰が続いているが、
値上げを考えている店舗とそうでない店舗があり、差
がみられる。一度値上げしているため、再び価格転嫁
するのは難しいという声が多かった。

◎ 観光施設
施設名 平成31年4月 令和 4年 4月 令和 5年 4月 令和元年 5月　　

（5月 20日時点）
令和 4年 5月　　
（5月 18日時点）

令和 5年 5月
（5月 18日時点）

1. 基地史料館 9,145 人 2,160 人 4,855 人 8,311 人 2,106 人 5,061 人
2. 物産センター 6,980 人 2,591 人 3,823 人 5,951 人 3,183 人 3,422 人
3. かのやばら園 9,429 人 8,545 人 8,188 人 32,610 人 23,644 人 26,123 人

合　　計 25,554 人 13,296 人 16,866 人 46,872 人 28,933 人 34,606 人

　約３年間、企業活動等に影響を与え続けた新型コロナウイルス感染症により、小規模事業者を取り巻く環境はま
すます厳しいものとなる中、資金繰り改善や業績の回復・拡大に向けて、補助金の活用は有効な手段となり得ます。
　そこで、今回、各種補助金や優遇措置の紹介から、これらの支援制度を上手く活用するために、必要不可欠な『経
営計画』作成方法等についてお伝えする講座を開催します。
　アイデアはあるものの、考えがまとまらない方など、ぜひご受講ください。

【日　　時】令和５年９月８日（金）、15 日（金）の全２回講座
 ※各日、18：00 ～ 21：00 の開催

【会　　場】鹿屋商工会議所　会議室
【講　　師】合同会社グローカルサポート　代表社員　川野 義美 氏
【定　　員】20 名
【対　　象】小規模事業者の経営者、経営幹部、後継者の方　等
【受　講　料】無料
【申込方法】同封しております受講申込書に必要事項をご記入の上、FAX にてお申込みください。
【個別相談】 ご希望の方を対象に、本講座終了後に、計画のブラッシュアップ等を行う個別相談（有料）を実施致し

ますので、補助金申請等をお考えの方は、あわせてご利用ください。
【お問合せ先】当所　中小企業振興部振興課まで（TEL:0994-42-3135 ／ FAX:0994-40-3015）

～ 補助金申請に必須となる経営計画の作成方法を基礎から学ぶ２日間 ～
『経営計画』のつくり方講座のご案内

補助金申請や今後の事業展開に役立つ！

※講師プロフィール
　鹿児島県商工会連
合会の経営指導員と
して、県内各地の商
工会等において培っ
た支援経験を元に、
数多くの各種補助金
申請や経営革新計画
の支援実績を持つ。

～スケジュール～
 縁日、手持ち花火、ステージイベント等…17：30 ～ 20：45

8/4（金）前夜祭　場所：旧 だいわ駐車場

【お問い合わせ】かのや夏祭り実行委員会　TEL：42-6690

４年ぶりに『かのや夏祭り』開催４年ぶりに『かのや夏祭り』開催!!!!
　かのや夏祭りが、4 年ぶりに開催されます！
　今年は、本祭 ( 総踊り ) のフィナーレとしての花火が実施されます。

～スケジュール～
音楽隊パレード……15：10 ～ 16：55
御巡行………………15：15 ～ 16：15

総踊り…………………………………16：00 ～ 21：00
本祭（総踊り）のフィナーレ花火……20：50 ～ 21：00

8/5（土）本祭（総踊り）　場所：市街地
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管内免税事業者の皆様へ
「中小企業・小規模事業者インボイス相談受付窓口」のご案内
　本年 10 月に開始が予定されているインボイス制度について、免税事業者の皆様からの様々な
問合せに対応するため、標記受付窓口が設置されています。
　こちらの受付窓口では、免税事業者の皆様のインボイス制度導入に関する様々なお悩みに応じ
て、税理士とのオンライン無料相談や、各種相談先をご案内しています。
　詳細については、以下の電話窓口にお問合せいただくか、ホームページをご参照ください。

【中小企業・小規模事業者インボイス相談受付窓口】
＜電話窓口（受付時間 9:00 ～ 17:00、土日・祝日は除く）＞
　TEL：0570-028-045（ナビダイヤル）、045-330-1365（一般電話）

＜ホームページ＞ https://chusho-invoice.jp/

【事業環境変化対応型支援事業】

もう待ったなし！

　いよいよ本年 10 月 1 日から、いわゆるインボイス制度が開始されます。
　免税事業者の方は、登録の有無について、慎重な判断が求められるとともに、インボイス登録を行
い、課税事業者となった場合、請求書や領収書、レシートなど様々な変更が必要となります。
　本セミナーでは、インボイス制度のおさらいから免税事業者及び課税事業者のそれぞれの具体的な
対応策等について説明しますので、是非、この機会にご受講ください。

【日　　時】令和 5 年 9 月 6 日（水）14:00〜16:00【昼の部】／18:30〜 20:30【夜の部】
【会　　場】鹿屋商工会議所　会議室
【講　　師】加藤 敦子 氏〔アルト経営パートナー㈱代表取締役・中小企業診断士〕
【定　　員】昼の部・夜の部ともに20名
【受　講　料】無料
【申込方法】同封しております受講申込書に必要事項をご記入の上、FAXにてお申込みください。
【お問合せ先】当所　中小企業振興部振興課まで　TEL:0994-42-3135　FAX:0994-40-3015

セミナー受
講生

募集中!!

課税事業者・免税事業者の
どちらも受講できます。

インボイスの
実務対応のポイント
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商談力向上セミナー

経営分析セミナー

BCP（事業継続計画）セミナー

『営業で成果をあげるための接客・商談の進め方』

『中小企業のための健康診断セミナー』

『中小企業のための BCP セミナー』

　接客・商談においては、さりげない短い言葉でお客様の興味を引いたり、お客様
から YES をもらえる本筋に移行できるアプローチ・トークが大切です。より効果
的な手法を使って、接客や商談へ対応してみませんか？
　苦痛な頑張り方ではなく、楽しく効果があがる接客術を伝授いたします。

　我が国は、地震や台風などの自然災害が多く、事業継続や早期の復旧のための対策を講じる必
要がありますが、実際に対策を構築して実施しようにも、危機発生時のイメージがわかない、対
策に関する情報が不足しているなどの理由から、重要性・必要性は理解していても、整備できて
いないケースも多いのではないでしょうか。本セミナ―では、企業経営に直結する危機への対策
の情報を総合的に提供するとともに、事例を交えて具体的な対策についてお伝えいたします。

【日　　時】令和 5 年 8 月 8 日（火）14：00 ～ 16：00
【会　　場】鹿屋商工会議所　会議室
【受　講　料】会員：無料　　非会員：1,100 円（税込）
【申込方法】 同封しておりますチラシに必要事項をご記入の上、
 FAX またはお電話にてお申込みください。

　決算書や財務諸表のイロハを学び、会社・事業者ご自身の健康状態を見えるよう
になりませんか？本セミナーでは経営・財務の初心者でも理解できる決算書の重要
性を学び、売上や利益だけで経営判断することの危険性を学んでいただきます。
　経営者・経理担当者をはじめ、今から学んでみたい方、改めて学びなおしてみた
い方は是非ご参加ください。

【日　　時】令和 5 年 9 月 5 日（火）14：00 ～ 16：00
【会　　場】鹿屋商工会議所　会議室
【受　講　料】会員：無料　　非会員：1,100 円（税込）
【申込方法】 同封しておりますチラシに必要事項をご記入の上、
 FAX またはお電話にてお申込みください。

【日　　時】令和 5 年 9 月 21 日（木）14：00 ～ 16：00
【会　　場】鹿屋商工会議所　会議室
【受　講　料】会員：無料　　非会員：1,100 円（税込）
【申込方法】 同封しておりますチラシに必要事項をご記入の上、
 FAX またはお電話にてお申込みください。

講師：丸山 久美子 氏

講師：横山 悟一 氏

講師：山口 泰信 氏
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鹿屋市内の商店街・通り会で夏祭りが開催されます！
肝属川鹿屋分水路通水記念　打馬夏祭り

〔打馬商工同友会〕
日時：令和５年７月22日（土）　17：00〜
場所：和田井堰公園

おおあいら夏祭り
〔大姶良経済文化同友クラブ〕

日時：令和５年８月12日（土）　18：00〜
場所：田淵ふれあい広場

札元夏祭り
〔札元商工親睦会〕

日時：令和５年８月19日（土）　17：00〜
場所：	鹿屋市農業研修センター（札元グラウンド）

秋葉神社 六月灯
〔共栄町通り会〕

日時：令和５年７月16日（日）　18：00〜
場所：	鹿屋市役所　本庁駐車場

商店街通信 北田・大手町商店街振興組合
鹿屋本町一番商店街振興組合

「第８回鹿屋まちゼミ」開催 !!
　来たる７月25日（火）~９月10日（日）の日程で、第8回目の
「鹿屋まちゼミ」が開催されます。
　“まちゼミ ”とは、お店の方が講師となって、その道のプロならで
はの「専門知識」や「ちょっとしたコツ」などを通してお客様との
コミュニケーションを図る少人数のミニ講座のことで、これまで『グ
ルメ』『健康・美容』『ファッション』『教養』『暮らし・旅行』などのジャ
ンルで開催されています。
　各講座、3~5名程度の少人数で開催し、店舗によってはオンライ
ン対応可能な講座も設定される予定ですので、安心してご参加くだ
さい。
　なお、参加店舗については、共同チラシを作成し、南日本新聞へ
の折り込み（７月22日（土））を行うほか、地元小学校へのチラシ配
布なども予定しておりますので、そちらにてご確認いただくか、下
記問い合わせ先までご連絡ください。
※第8回まちゼミの参加店舗申し込みについては、すでに終了して
おりますので、ご了承ください。

【お問合わせ先】 鹿屋まちゼミ実行委員会（北田・大手町商店街振興組合内）
 TEL：0994-45-6004

▲ 過去の開催のようすの一コマ
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◆補助対象者
①電気・ガス・熱供給・水道業　②情報通信業
③運輸業、郵便業　④卸売業、小売業　⑤金融業、
保険業　⑥不動産業、物品賃貸業　⑦学術研究、
専門・技術サービス業　⑧教育、学習支援業　⑨宿
泊業、飲食サービス業　⑩生活関連サービス業、娯
楽業　⑪医療、福祉　⑫複合サービス事業　⑬サー
ビス業（他に分類されないもの）

※ 県内に本店又は本社を有するサービス業を営む事業
者（個人事業主・NPO 法人・協同組合を含む）

◆補助率及び補助上限額
　○補助率 …………補助対象経費の 1/2 以内
　○補助上限額 ……150 万円
◆補助対象
　○ 令和５年３月 17 日（金）以降に契約（発注）を行い、

令和６年２月 29 日（木）までに納品及び支払を完
了したもの

※ ただし、交付決定前に完了している事業は補助対象
になりません。

◆募集期間
　○令和５年７月 24 日（月）～令和５年８月 25 日（金）
※ 電子申請の場合…８月 25 日（金）の 23 時 59 分まで
※郵送の場合 …… ８月 25 日（金）の当日消印有効
◆補助対象経費
　○販路開拓型……新たな販路開拓を行うための経費
　○生産性向上型…生産性の向上を行うための経費
　○混合型………… 新たな販路開拓を行うための経費及

び生産性の向上を行うための経費
【具体的な補助対象経費】

①広告宣伝費　②外注委託費　③構築物購入費
④旅費　⑤機械装置等購入費　⑥クラウドサービス
利用料　⑦専門家の招聘経費　⑧研修費　⑨運搬費

※ 詳細は専用ホームページ（https://kagoshima-pref-
service-support.jp）をご確認ください。

◆審査のポイント
①事業目的・内容の妥当性　②実現可能性
③市場性　④数値計画の妥当性

◆応募申請書の入手方法
　○ 専用ホームページ（https://kagoshima-pref-service-

support.jp）へアクセスし、募集要項等を確認の上、
応募申請書をダウンロードしてください。

※ 申請書類の郵送を希望される場合は、支援事業事務
局へお問い合わせください。

◆応募申請書
①事業計画書、②収支予算書、③チェックリスト
　〔添付書類〕

①確定申告書第一表、貸借対照表、損益計算書
②見積書等応募申請金額の妥当性が分かる書類
③旅費を計上する場合は、旅費規程の写し

※ 上記以外で、補足資料の提出を求められる場合があります。
※ 詳細は専用ホームページの募集要項等をご確認ください。
◆応募申請書の提出先
●電子申請の場合
　専用ホームページ
　https://kagoshima-pref-service-support.jp
※申請フォームに応募申請書を添付してください。
●郵送の場合
　〒892-8799　鹿児島東郵便局留
　 サービス業販路開拓・生産性向上支援事業
　事務局　行
※ 原則として書類を A4 サイズに統一し、左上 1 箇所に

クリップ留めしてください。（ホッチキス留めは不可）
◆申請先・お問い合わせ先
　 サービス業販路開拓・生産性向上支援事業事務局
　（委託先：MBC 開発株式会社）
　電話：099-272-9695　　FAX：099-272-9696
※受付時間…土曜日・日曜日・祝日を除く、９時～ 17 時

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、物価高騰や人手不足等により、依然として県内の卸
小売業・飲食業・宿泊業・その他サービス業を営む事業者は売上・利益の減少など経営に大きな影響を受
けています。
　鹿児島県では、こうした県内事業者がウイズコロナの時代の経済社会の変化に対応できるよう、需要の
見込める新たな市場への販路開拓やＩＴ化等の生産性向上を図るための支援を行います。

鹿児島県「サービス業販路開拓・生産性向上支援事業費補助金」のご案内
県内の卸小売業・飲食業・宿泊業などのサービス業の皆様へ
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◦高校生ビジネスプラン・グランプリの魅力
　ビジネスプラン作成を通じて、ビジネスの知見を深め、
　①自ら学び、考え、課題を見つける力を養います
　②課題を解決するための論理的な思考力を養います
　③他者と協働しながら課題を解決する力を養います

◦特徴
⚫ 高校生・高専生のビジネスプランを競う全国規模の
大会です。

⚫  初めて参加の方も安心。㈱日本政策金融公庫がビジ
ネスプラン作成をサポートします。

⚫  応募者全員に専門家のアドバイスを添えたフィード
バックコメントを作成し、細やかな指導を行います。

◦応募資格
⚫ 全国の高等学校（中等教育学校後期課程を含む）お
よび、高等専門学校（１年生〜３年生のみを対象）
の生徒からなるグループまたは個人

◦募集内容
⚫ 若者ならではの自由な発想や創造力を活かした次の
プラン

　・ 人々の生活や世の中の仕組みをより良いものに変
えるビジネスプラン

　・ 地域の課題や環境問題などの社会的な課題を解決
するビジネスプラン

　※ 商品化が完了し、継続的に売上を上げているなど、
既に事業化しているものは対象外です。（試験販
売や試作品製造は除く）。

　※ 他のコンテストで受賞したプランと同様のプラン
でも応募が可能です。

◦表彰内容
　■グランプリ 【奨励金 20 万円】
　■準グランプリ 【奨励金 10 万円】
　■審査員特別賞 【奨励金　５万円】
　■優秀賞 【奨励金　２万円】
　■セミファイナリスト賞 【奨励金　１万円】
　■学校賞
　■高校生ビジネスプラン・ベスト 100

◦ 応募受付期間（応募登録・ビジネスプランシート提出期限）
⚫ 郵送の場合……… 令和 5 年 8 月 22 日（火）
 ～ 令和 5 年 9 月 20 日（水）【必着】
⚫  WEB の場合……  令和 5 年 8 月 22 日（火）
 ～ 令和 5 年 9 月 27 日（水）

◦WEB 応募方法
⚫ 本グランプリのホームページから「応募登録」およ
び「ビジネスプランシート」を提出してください。

※  WEB 上での応募登録、ビジネスプランシートの提
出が困難な場合は、郵送での提出が可能です。

　【応募の手順】
　　①応募者情報登録（ID が発行されます）
　　②応募登録
　　③ビジネスプランシート提出
　　④ビジネスプランシート提出の完了確認

◦お問い合わせ先
　㈱日本政策金融公庫
　「高校生ビジネスプラン・グランプリ」運営事務局
　☎ 03-3270-1385　　  grandprix@jfc.go.jp
　「高校生ビジネスプラン・グランプリ」ホームページ
　https://www.jfc.go.jp/n/grandprix/

　活力ある日本を創り、地域を活性化するためには、次世代を担う若者の力が必要です。
　㈱日本政策金融公庫では、若者の創業マインド向上を目的に、全国の高校生・高専生（１年生～３年生）
を対象としたビジネスプラン・グランプリを開催しています。
　日本の未来、地域の未来を切り拓くビジネスプランを募集します。
　なお、昨年（第 10 回）は、全国より 4,996 件（455 校）の応募がありました。

「第11回 高校生ビジネスプラン・グランプリ」開催「第11回 高校生ビジネスプラン・グランプリ」開催
高等学校・高等専門学校の生徒の皆さん！

若者ならではの創造性あふれるビジネスプランを大募集しています！
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№ 事	業	所	名 代表者名 所　在　地 事業内容
1 ハート不動産 (有 ) 福山　武士 鹿屋市寿７丁目 不動産業
2 クリーンサービス大山 大山　真也 鹿屋市旭原町 清掃業
3 鹿児島荒物 (有 ) 河野　健二 鹿屋市下堀町 日用雑貨卸売・パン製造販売
4 アクアブルー（株） 増永　勇治 垂水市牛根麓 食料品製造業

合　　計 4件

【敬称略・順不同】

〔令和５年３月 28日〜令和５年５月 25日〕入会分

～ご入会いただきありがとうございます～新入会員のご紹介新入会員のご紹介

会員さ
んの広場

韓国料理　朴家（ぱくけ）
【所在地】寿 3-1-14
【ＴＥＬ】070-9079-5225
【営業時間】
　[ ランチ ]　　11：00 ～ 14：00
　[ ディナー ]　17：00 ～ 22：00（LO21:30）

【定休日】水曜日

　「韓国料理　朴
ぱく

家
け

」は、当所がサポートをさ
せていただき、令和 5 年 2 月に開業した韓国
料理専門店です。
　大隅には素晴らしい食材が豊富にあるにも関
わらず、そのことを知らない人が多いと考えて
いた木下代表は、これまでの飲食業での経験と
大隅の食材を活かした韓国料理を提供すること
で、大隅の良さを知ってもらいたいと考え、開
業されました。
　主力メニューのソルロンタンや石焼ビビンバ
は、開業以来お客様から大変好評をいただいて
いるとのこと。
　6 月からは、新商品の “ 冷麺 ” の提供も開始
されたとのことです。暑い夏を乗り切るために、
ぜひ、一度ご賞味ください。

●
ほっかほっか亭

上谷田建設㈱ ●

● 大海酒販㈱

● サンキュー寿店

● 鹿児島興業信用組合 鹿屋支店

★ 韓国料理 朴家

▼

 本町方面 笠之原方面 ▼

▲ 店舗▲ 店舗

▲ 新商品 “ 冷麺 ”▲ 新商品 “ 冷麺 ”▲ 店内の様子▲ 店内の様子
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小さな掛け金で大きな安心の

まごころ共済
□まごころ共済とは…
　人身事故で加害者となった場合に、見舞金費用や香典料など多額の自己負担が必要になる場合があ
ります。まごころ共済は、任意保険でカバーできないこれらの出費を契約者にお支払致します。

＜まごころ共済の特徴＞
①事故の際に共済金はご自分（ご契約者）がお受取人になります。
② 物損事故でもお支払い。
　（ 自分に過失が少しでもあり、相手の損害が 20,000 円以上の時、任意保険とは関係なく 30,000 円をお

支払いします）
③登録したお車なら年齢条件関係なく家族（法人の場合は従業員）は対象となります。
　（それ以外の方でもお名前の登録をしましたら対象になります ※ 2 名まで）

※お引き受けできないナンバープレートもあります。（営業用自動車：緑ナンバー・黒ナンバー）

【お問い合わせ先】
総務課　県火災共済係まで　TEL：0994-42-3135　FAX：0994-40-3015

過去 3年以内の事故なら今からでも請求可能です！
□安い掛金 …… 普通車 1,000 円　軽自動車 550 円（月々）
 （年一括払いにすれば 2 ヶ月分お安くなります。）

事務作業の負担軽減！ 労働保険事務を代行致します！
労働保険の成立、保険料の申告・納付、雇用保険の資格取得・喪失、離職票の発行等を
中小企業の事業主に代わって行い、事務負担の軽減を図ります。

◆事務組合が一括して処理をしますので、事業主の事務処理が軽減されます。
◆ 	労災保険には、本来加入することができない事業主、家族従業員、法人の役
員等も特別に加入することができます。

◆労働保険料は、金額の多少に関わらず３回に分けて納付することができます。
◆事務組合への委託手数料は、概算保険料の 5％と割安です
　※委託手数料（年額）…下限額：6,000 円（税抜）～上限額：60,000 円（税抜）

■詳しくは当所までお問合せください［総務課：0994-42-3135］

委託の
メリット
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　5 月 20 日 ( 土 ) ホテルさつき苑にて「鹿児島県商工会議所青年部連合会第 37回通常総会」が開催さ
れました。
　本年度の鹿児島県商工会議所青年部連合会の会長は、鹿屋YEGの川﨑大輔氏が就任されました。
総会の会長挨拶で川﨑氏は、「志魂笑才をスローガンとかかげさせていただいております。YEG 魂をふ
るわせて、自分自身を、各単会を、 地域を盛り上げて革命を起こしていただきたい。各単会の会長様の
両肩には多くの会員がいらっしゃいます。思いっきり引っ張っていって、革命を起こしていただきたい。
そのためにも大きな目標をかかげて、事業を運営してください。単会の頑張りが鹿児島県連の盛り上が
りにつながっていきます。本日は鹿屋にお越しいただきありがとうございます。1 日宜しくお願いしま
す。」と述べられました。
　総会では、「令和 4 年度年間事業報告並びに収支決算」「令和 5 年度年間事業計画並びに収支予算」等
が承認されました。総会後には、懇親会が開催され、活発に意見交換を行っていました。

９年ぶりに鹿屋市で開催され、県内９YEG の約 90 名が総会に参加！

「鹿児島県商工会議所青年部連合会
 第37回通常総会」を開催!!

▲川﨑県連会長あいさつ ▲全体写真

役　職　 氏　名 所　属
会　　　長 川﨑　大輔 鹿屋
直	前	会	長 福田　哲史 鹿児島
専 務 理 事 尾曲　真治 鹿屋
筆頭副会長 内村　悠馬 霧島
副　会　長 中釜　拓也 鹿屋
副　会　長 町田　慎次 出水
副　会　長 平良　　亮 奄美大島
担	当	理	事 中村　祐二 指宿
担	当	理	事 橋野　佳太郎 鹿児島
担	当	理	事 宮之原　正敏 いちき串木野
担	当	理	事 吉永　李紗 川内
担	当	理	事 鮫島　貴仁 枕崎

産業祭企画委員会
委員長 小松　真也 霧島

総務・県連大会企画委員会
委員長 和田　　彰 鹿屋

交流委員会　委員長 吉岡　伸悟 出水
研修委員会　委員長 前平　　聖 奄美大島
監　　　事 新屋敷　修平 枕崎
監　　　事 向井　純一 奄美大島
顧　　　問 坂上　直寛 出水

役　職　 氏　名 所　属
相　談　役 有馬　冬騎 鹿児島
相　談　役 田島　千定 いちき串木野
特別相談役 俣木　裕一 鹿児島
特別相談役 満留　智史 いちき串木野
特別相談役 深水　真樹 出　水
特別相談役 宮田　順次 霧　島

日本YEG出向理事 赤﨑　哲央 川　内
九青連出向理事 福田　哲史 鹿児島
九青連出向理事 赤﨑　哲央 川　内
九青連出向理事 川﨑　大輔 鹿　屋
九青連出向理事 笠毛　寛大 鹿児島
補　佐　役 若松　幸司 指　宿
補　佐　役 上園　喜史 川　内
補　佐　役 松元　省吾 奄美大島
補　佐　役 須納瀬　武典 いちき串木野
補　佐　役 中原　正詞 枕　崎
補　佐　役 本村　貴彰 出　水
補　佐　役 小林　令児 鹿児島
補　佐　役 小田原　惇 霧　島
補　佐　役 森　　洋成 鹿　屋

令和５年度県商青連役員名簿

【お問い合わせ先】当所青年部事務局　TEL：0994-42-3135　FAX：0994-40-3015

鹿児島県商工会議所青年部連合会（令和 5 年 5 月 1 日現在）

鹿児島県下 商工会議所青年部で構成9 会員数は、 名460
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令和４年度事業報告・収支決算並びに令和５年
度事業計画・収支予算が原案通り承認されました。
また、４年ぶりに懇親会も開催され、来賓として
当所三役をお招きし交流を深めました。

6 月 21 日（水）
青年部 6 月例会（勉強例会）を

開催しました！
青年部 6 月例会をホテルさつき苑にて、開催致

しました。
当 日 は、 鹿 児 島 市 に 本 社 を 構 え る 株 式 会 社

フィールドヘッドの代表取締役を務める、田頭　
司氏をお招きし、「お金の流れをつかみ、ビジネ
ス視点の向上を！」と題し、「地域商工業者が持
続的に発展するためには、経済の変化を見極める
地域人材の育成が必要であり、経済の大局を学ぶ
ために、「お金の流れ」をつかむ必要がある」と
お話しいただきました。

参加した青年部会員からは、「今日学んだこと
を事業の意思決定に活かしたい」「日頃から、お
金の流れについて意識しているが、今後さらに勉
強し、事業活動に役立てたい」などの意見が聞か
れました。

５月 18 日（木）
令和５年度通常総会開催

鹿児島では 8 年ぶりとなる九商女性連総会が城
山ホテル鹿児島にて開催されました。総会では、令
和４年度事業報告、収支決算並びに令和５年度事
業計画・収支予算他、すべての議題が承認されま
した。総会終了後の記念講演会では「笑いの世界
を裏から見れば」と題し落語家の桂竹丸氏による
講演が行われ、会員一同熱心に聞き入っていました。

６月 14 日（水）
第 55 回 九州商工会議所女性会
連合会総会（鹿児島大会）開催

女性会通信女性会通信

▲鹿児島大会に参加した当所女性会一同▲中釜会長のあいさつ

▲鹿児島大会総会の様子▲講師の田頭　司 氏

青年部だより青年部だより
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商工会議所ＬＯＢＯ（早期景気観測） ― 2023 年 6 月調査結果 ―
設備投資の動向

●  2022 年度の設備投資の実績は、「実施した」が 49.8％と、2021 年度と
の比較で 1.4 ポイント減少。コロナ禍であった直近 3 過年度（2020 年
度～ 2022 年度）は、それ以前（2019 年度以前）と比較して実施割合
が低水準であり、コロナ禍が中小企業の設備投資判断を停滞させたと考
えられる。

●  2023 年度の設備投資の動向は、設備投資を「行う（予定含む）」企業は
45.2% と 2022 年度との比較で 2.1 ポイント増加、「見送る（予定含む）」
企業は 28.8% と 2022 年度との比較で 3.3 ポイント減少となり、コロナ
禍からの経済活動の回復に伴い、中小企業の設備投資への意欲の高まり
がうかがえる。

●  2023 年度に設備投資を「行う（予定含む）」企業における設備投資の内
容は、生産能力向上等を図るための「新規設備・既存設備改修」が 57.3% と、

「既存設備維持・定期更新」を 4.4 ポイント上回る。

2022 年度の実績は約 5割とコロナ禍でほぼ横ばい
2023 年度は経済活動回復に伴い実施予定企業が増加

●調査期間：2023 年 6 月 15 日～ 21 日
●調査対象：配布先：全国 329 商工会議所の会員 2,511 企業
　　　　　　内訳 建設業：421　製造業：619　卸売業：294　小売業：504　サービス業：673

　当所では、各種会議・研修会・講演会・展示会などにご利用できる会議室をお貸し致しております。300 名
収容の大ホールや 100 名収容の大会議室（2 ― 1）から、15 名収容の小会議室まで、用途に合わせてご利用い
ただけます。また、当所会員事業所の方には会員割引料金を設けており、さらにご利用し易くなっております。
　尚、冷暖房完備、備え付けのホワイトボードをご利用いただけるほか、マイク・スクリーンの貸出し（有料）
も行っております。

　ご利用可能時間は午前９時～午後９時まで、土曜・日曜・祝日（但し、12 月 29 日～ 1 月３日は休館）も貸
出ししております。その他、ご不明な点・ご質問等がございましたら、お気軽にお問い合わせください。
　当所ホームページにて料金表や収容人数が掲載されているほか、申込用紙をダウンロードできます。
　お申込みの際は、事前に空室状況を電話等にてご確認ください。

【お問い合わせ先】 当所総務課　TEL 0994-42-3135 ／ FAX 0994-40-3015　まで 

当所貸室のご案内
各種会議・研修会・講演会・展示会などにご利用ください

会議室２－２、２－３
定員 72 名（連結後）
説明会やセミナー、大人
数での会議に最適です

会議室３－１
定員 50 名
各席にマイクを設けた
会議室です

年度の設備投資の実績（全産業／過去調査との比較）

2022年度

2021年度

2020年度

2019年度

2018年度

実施した 実施しなかった

【参考】 年度の設備投資の実績（業種別）
建設業 製造業 卸売業 小売業 サービス業

実施した

実施
しなかった

年度の設備投資の動向（全産業／昨年度調査との比較）

設備投資を行う
（予定含む）

見送る
（予定含む）

現時点では未定

新規設備・既存設備改修

既存設備維持・定期更新

未定

【参考】設備投資の内容
※全産業のうち「設備投資を行う（予定含む）」
と回答した企業が対象、複数回答
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